
キタムラサキウニ

１ 生態

２ 漁業に関する情報

３ 資源の状態

４ 資源管理の取組・その他のトピック

・素潜りや潜水器を用いて漁獲され、貝焼きに加工し出荷されています。
・2025年（令和７年）の漁獲量は0.5トン、金額は10百万円でした。
・2011年３月の震災以降、操業自粛や国による出荷制限で水揚げはありませんでし
たが、2015年（平成27年）７月から操業が再開されています。

・相模湾以北の太平洋岸海域と対馬以北の日本
海岸海域の沿岸岩礁域に生息します。
・採捕制限の殻径35mmを超えるには、１～２年
かかります。成熟殻径は40～45mmで産卵期は７
～10月です。寿命は、25歳程度と考えられます。
・主に海藻類を食べます。

・資源水準：不明 資源の動向：不明
・漁業者が１日あたりの漁獲量を制限していることから詳細な資源状態は不明です
が、一部の地先で資源量が著しく減少しています。
・2021～2025年の調査では、発生水準の高い年級群のうち、成長の早い個体から漁
獲利用されており、2018年級群が漁獲主体でした。なお、近年は発生水準の良い年
級群が見られず資源水準が低いため、資源の利用方法に注意が必要です。

・多くの地先で１人１日あたりの漁獲重量を自主規制しています。
・一部の地先で移植や駆除等により密度管理を行っています。
・福島県漁業調整規則では禁漁期（毎年10月1日から翌年4月30日）と漁獲サイズの
制限（殻径（棘を除く。）3.5cm以下）が規定されています。
・主産地であるいわき地区では、漁業者が「貝焼き」に加工して出荷しています。
いわき市の「ウニの貝焼き」は文化庁から百年フードに認定された郷土料理で、生
殖腺をホッキガイの貝殻に盛り付けて蒸し焼きにした加工品です。
・いわき地区では震災以降、ホッキガイの貝殻の大きさや生殖腺の盛り付け量など
の規格を統一して出荷しています。
・2020年（令和2年）から、いわき地区でムラサキウニの生息が確認されており、一
部の地域ではキタムラサキウニ漁場に生息する個体を駆除しています。
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